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は
し
が
き
第
二
次
大
戦
後
、
量
的
に
豊
富
で
あ
っ
た
近
世
農
村
史
の
個
別
研
究
も
近
年
で
は
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
必
ず
し
も
農
村
史
研
究
の
停
滞
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
こ
数
年
来
近
世
史
研
究
に
対
す
る
方
法
論
的
反
省
が
要
請
さ
れ
、
従
来
の
個
別
的
基
礎
的
な
調
査
活
動
の
成
果
の
上
に
た
っ
て
関東農村における寛文延宝検地について（青木）
は
し
が
き
「
荒
川
村
の
概
況
と
支
配
事
情
二、土地所有の変遷と延宝期の家族構成
三、寛文延宝期における村の展開
１
諸
紛
争
２
近
世
村
落
の
確
立
む
す
ぴ
関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
っ
Ｉ
武
州
榛
沢
郡
荒
川
村
の
場
合
Ｉ
学界の研究動向が商品流通構造との関係、幕藩権力との
関連、地主制展開への見通しをもって質的には、さらに
高度の展開を遂げているものとすべきであろう（１）。
ところで、関東地方についていえば、いち早く古島敏
雄氏（２）によって、関東を東山養蚕地帯の一部と見なし
大阪周辺などとの比較に立つすぐれた地域類型論の着想
が提出されたにも拘らず、大石慎二郎氏（３）屯指摘して
いるように、地理的・政治的特殊性と村方史料の伝存事
情とに制約されて、近世農村史の研究は、他地域よりか
なり遅れて着手され、数的には必ずしも多くはない。勿
論、ここでも着実な調査にもとづく注目すべき業績（４）
が、ここ数年来現われたが、なお、もっと個別的具体的
な研究を蓄積すべき段階であると考える。
本
稿
で
取
扱
う
幕
藩
制
成
立
期
に
つ
い
て
い
え
ば
、
関
東
に
お
い青
木
良
子
て
八五
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け
る
検
地
と
本
百
姓
の
形
成
過
程
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
研
究
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
北
島
正
元
氏
（５）の開拓した線に沿って、天正十八年の関東入国以来
の
徳
川
氏
の
検
地
は
、
太
閤
検
地
の
強
い
原
則
に
も
拘
ら
ず
、
在
地
の
実
情
に
則
し
て
漸
進
的
に
な
さ
れ
、
旧
来
の
名
主
の
系
譜
を
ひく土豪に対しては懐柔策がとられ、近世本百姓の一般
的形成は、その後の総検地が行われた寛文延宝期に見ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本稿で対象とする武州榛沢郡荒川村（６）（現埼玉県大里
郡花園村荒川）においても、近世村落の形成上、寛文延
宝
期
が
重
要
な
時
点
で
あ
る
こ
と
は
例
外
で
は
な
い
。
こ
の
錯
綜
した分郷関係をもつ関東農村において、幕府の寛文延宝
検地施行下にあった農民の対応関係を具体的に検討する
こととしたい。
註（１）北島正元「戦後の農村史研究を回顧して」（史学雑誌六三
ノー○・一一、昭和二十九年）、社会経済史学会編「戦後にお
ける社会経済史学の発達」（昭和三十年）、「藩政確立期の
諸問題」特集号（社会経済史学二四ノー一、昭和一一一十三年）、
「戦前・戦後の研究史の歩承」特集号（地方史研究五○、
昭和三十六年）、史学雑誌毎年五月号の「回顧と展望」。
（２）「近世に於ける商業的農業の展開」（社会構成史体系、昭
和二十五年）。
法
政
史
学
第
一
五
号
八六
（３）「関東地方史研究」関東近世史特集号（歴史評論九五、昭
和三十三年）、なお、村上直「江戸及び近郊農村の研究と
動向」（歴史教育六ノ一二、昭和一一一十一一一年）等。
（４）鳥塚惠和男「江戸時代関東一農村における土地所有と農業
経営形態の変遷」（農業経済研究二四ノー、昭和二十七年）、
永原慶二・長倉保「後進Ⅱ自給的農業地帯における村方地主
制の展開ｌ北関東の事例を中心にＩ」（史学雑誌六四ノー。
一一、昭和三十年）、北島正元「徳川氏の初期権力構造ｌ検地
と
分
附
記
載
よ
り
見
た
る
ｌ
」
（
史
学
雑
誌
六
四
ノ
九
、
昭
和
三
十
年
）
、
山
田
武
麿
「
近
世
山
村
に
お
け
る
本
百
姓
の
形
成
と
家
抱
ｌ
武
蔵
国
秩
父
郡
太
田
部
村
の
場
合
ｌ
」
（
群
馬
大
人
文
科
学
紀
要
四
ノ九、昭和三十年）、同「北関東山村における家抱制の解
体過程」（日本歴史一一一一九、昭和一一一十五年）、青木虹二「小
農民の自立について」（社会経済史学二三ノ四、昭和一一一十二
年）、木村礎編「封建村落Ｉその成立から解体へＩＬ（昭和
一一一十三年）横浜市史第一巻（昭和三十一一一年）、児玉幸多「佐
倉惣五郎」（昭和三十三年）、木村礎・伊藤好一編「新田村落」
（昭和三十五年）。
（５）前掲史学雑誌六四ノ九・
（６）本稿で使用する史料は、すべて昭和一一一十三年夏以来探訪を
重ねた花園村持田英孝氏所蔵文書である。調査の過程で田
尻高樹編「持田家文書」二冊（昭和一一一十四年’三十五年）
が刊行されたことは学界のために喜ばしいことであった。
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『
荒
川
村
の
概
況
と
支
配
事
情
荒
川
村
は
、
秩
父
盆
地
か
ら
東
京
湾
に
向
う
荒
川
が
、
関
東
平
野に注ぐ寄居・熊谷間の河流の北岸沿いに位する生産力
の低い畑作農村であった。江戸から西北に約二○里、近
く
に
熊
谷
・
深
谷
（
と
も
に
中
山
道
の
宿
駅
）
・
寄
居
な
ど
の
市
場
町
を
控
え
、
ま
た
、
北
方
三
里
に
し
て
舟
運
の
盛
ん
な
利
根
川
に至り、物資の交易、交通の便に頗る恵まれていた。
戦国末期の荒川村は、小田原後北条氏の一族鉢形城主
北
条
安
房
守
氏
邦
の
支
配
下
に
属
し
、
持
田
四
郎
左
衛
門
ら
の
荒
川
衆
と
い
わ
れ
る
半
農
。
半
武
士
的
性
格
を
有
す
る
名
主
百
姓
や
（天正五年）
牢人土着者らが居住していた（１）。丑八月廿日付の北条
氏
邦
朱
印
状
は
じ
め
一
一
、
三
の
朱
印
状
に
「
荒
川
郷
」
と
と
も
に
「只沢」の地名が見られるように、給人持田四郎左衛門
家
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
荒
川
と
、
領
主
北
条
氏
邦
の
直
領
（天正十一○
（御領所）となっていた只沢の二聚落があり、戊子八月
十五日の北条氏邦朱印状により、同年の検地政二○貫余
の
う
ち
、
一
貫
五
四
一
文
の
扶
持
を
受
け
て
い
る
の
は
、
こ
の
御
領所部分の代官給とゑてよかろう。
天
正
十
八
年
六
月
鉢
形
城
が
落
ち
、
後
北
条
氏
は
滅
亡
し
、
徳
川
家
康
が
関
東
に
入
封
し
た
。
こ
れ
に
伴
な
い
、
北
武
蔵
の
民
政
は、旧領甲斐国の奉行成瀬吉右衛門・日下部兵右衛門に
関東農村における寛文延宝検地について（青木）
より行われ、武川衆・根来衆がこれに従った（２）。
荒
川
村
の
最
初
の
総
検
地
は
、
文
禄
四
年
に
伊
奈
熊
蔵
忠
次
を
総奉行とする内藤左衛門尉・袴田七右衛門尉・川下（又
は川田）平次左衛門尉の三奉行人によって実施され、田
八反七畝九歩、畠三九町八反五畝一歩、屋敷九反一畝八
歩、外に永不畠八町三反四畝一一六歩が登録された（３）。
元和年間には、幕領八六万余（一三町四反一一一畝）と、
五味菅十郎八一石余（一二町六反九畝八歩）、須田弥平
一一六石余（四町一反四畝四歩）の二人の給人とに分郷が行
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
幕
領
は
、
元
和
六
年
に
給
人
吉
野
勘
十
郎に代り、寛永十一年に再び幕領に、その後、元禄十一
年の所謂「地方直し」によって大久保長九郎・同源右衛
門・同一一一太夫・内藤金左衛門の四給人に各五三石余宛均
等に分郷され、五味領は、寛永元年小宮山喜左衛門に代
り、須田領はそのまま存続して、元禄十一年以降六給に
分郷されたまま明治維新を迎えた。
前述の北条氏邦の給人持田四郎左衛門は、この幕領か
ら吉野領へ、ついで幕領へ、さらに四給地へという変遷
（後掲史料一ノ②）を示す地域の世襲名主となる。寛文
延宝期にはその子孫が太郎兵衛と称する。この地域では
幕領時代（寛永ｌ延宝期）に耕地が著しく拡大された。
年貢は近世初頭以来ほぼ金納され、形式的には石高制で
八七
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第
一
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荒
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姓
別
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地
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構
成
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あるが、年貢の収納は江戸時代を通じて永高制によって
行われた。
以下の論述は、幕領時代を中心とする。
註（１）杉山博「戦国末期における岩付・鉢形領の武士と農民」
（昭和三十四年度史学会大会部会報告）。
（２）寛政重修諸家譜第五蝉八九五’六頁。
（３）紙数の制限から文禄検地について立入った考察は許され
閂
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型一］ｇ一『｜鵠
小
解
Ｕ）’○￣
●●●
綱
詞
今
・
勘
叶
鐵
田
再
凹
ン
苫
・
曝
虫
で
歩
測
醗
吋
部
で
バ
ラ
汗
タ
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索酔剖斗。
剛蝉謹Ｏ苛鷺ｕ聯（）寓言中丙叫縣苦ハラが一ｓ・闇冊十捕料軒鐡団逗司再ヰコチ岡一一一曲叫酵・
闇
柵
山
愉
器
召
刈
師
議
団
“
罫
叶
鐡
団
〃
別
叶
鐵
団
〃
醐
荊
鐡
戸
向
叫
什
肋
慈
丙
謎
鈍
で
汁
戟
捌
鍛
引
呂
・
湖月］画撒餌Ｏ淫“帥叶鐡田代潤削李愉誌叶鐡団“誌川要代Ｏ遜索戸引呂就戦割摘一句丙片０Ａ鹸到戟盆樋斗がＯ再髄矧Ｏ圏
画凹・邑印
HｍＨ
九
○
甑ｌ剛諦三戴瓢薗叫陣望什馨到針ｅ滑鯛峠翔濡覇厨（・’山艸）
、
司
怠>H１
劃灘
α・画山
ａ・画面 『］【
珊
萩
而
汁
叶
劃
田
鞭
針
劃
団
十
Ｎ
脚
脚
雪
針
熱
。
珊
叶
翻
劃
計
洵
劃
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
小
久
保
忠
克
「
武
州
榛
沢
郡
荒
川
村
の
古
検
地について」（埼玉研究一一一、昭和三十四年）があるが、なお
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
別
稿
「
関
東
農
村
に
お
け
る
文
禄
・
元
和
検
地について」参照。
二、土地所有の変遷と延宝期の家族構成
荒
川
村
に
お
け
る
土
地
所
有
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
、
最
も
注目すべきことは新田開発についてである。
｜］〕○・］○
ｍ。○『
＋・］『
＋・］○
Ｊ・］山
山《・Ｃｍ
ｐ今０つ■（蔀最Ｐ巳昔）
。。］画
○・画今
計ｐｌ＋勘洵
塾
（
弓
）
灘（９）
荊
蕊 面ヨ『
’
一
｛
つ
Ⅸ
Ｕ２いいトコ
－－ﾍ
ﾚｼＩｒｌ
Ｈｌ
〉側
～－－
（鵲）
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くしぴきの
荒川村の北方に位する櫛挽野は、周辺一一ハカ村の持添
新田として延享二年神尾若狭守の検地を受けた幕領であ
るが（１）寛文期頃は近辺農村の入会地であり、荒川村の
ざ
６
が
い
と
お
ま
え
た
北隣猿喰士村及び原宿村は飯塚村の枝郷で（２）、小前田新
田村は慶長年間に旧北条氏邦家臣町田士佐守らによって
開発された見立新田である（３）。猿喰士村の分村は寛文以
前
で
あ
る
が
、
荒
川
村
の
文
禄
検
地
帳
に
は
「
ざ
る
が
い
と
」
の
地字が記されており、荒川村と猿喰士村、小前田新田村
境域が確立するのは、後にゑるように寛文十二年頃と思
われる。また、荒川村自体未墾地が多く、本田畑の地続
きを開発した切添新田は、寛文延宝期頃まで隠田とされ
る余地が残されていたものと考えられる。
第一表は、検地帳類による幕領百姓別所有高の変遷と
延宝三年の家族構成を示したものである。
表の四は、給人吉野勘十郎の内検地による元和六年検
地帳写から作成したものである。この検地帳は名寄形式
で分附記載はなく、畑は上・中・下の品等別に地字畝歩
を記し、全体で四筆しかない田は「是〈間付る畝歩壱倍
（岡成Ｉ畠地）
而おかなりの年一員」として面積を実面積の一一倍に見積っ
た上、それぞれの位の畑方に含め集計されている。一筆
毎
の
下
方
に
分
筆
し
た
畝
歩
・
百
姓
名
が
後
筆
で
記
さ
れ
て
い
る。これは、寛文十一一年、名主太郎兵衛が古高反歩（元
関東農村における寛文延宝検地について（青木）
和検地高）を現実の耕作老ごとに調整・仕分けする過程
で記したものと考えられる。何故ならば寛文十二年六月
の
「
武
州
榛
沢
之
郡
荒
川
村
水
帳
名
寄
古
帳
反
歩
之
わ
け
」
と
いう表題の簿冊の記事とほぼ一致するからである。各々
の最初の一筆に捺印があるこの寛文の帳簿から作成した
のが⑧である。ｐは、延宝四年九月、代官深谷忠兵衛に
よって行われた総検地の結果である。田・屋敷・野銭林
の順に記載したもの－冊、畑方分一一冊、計三冊に及ぶ延
宝四年の「荒川村辰御縄打水帳」写は、畑は地字順に、
上
・
中
・
下
・
下
々
・
萩
・
林
の
各
種
目
に
わ
け
、
田
は
上
・
下
・下々にわけて登録し、また、これまで年貢割付状にの
ゑ記載されていた山銭を「林野銭」と称して所有者別に
登録している。ただ、遺憾ながら元和・寛文・延宝のい
ずれの検地帳においても石高は記されていない。
さて、第一表によれば、一兀和六年に登録された一三町
五反余は一五人によって所持され、一人当りの持高は最
高三町歩余、最低一一反余歩の間に分散している。うち、
屋敷を登録しているのは一○人であるが、他に縄除され
た名主四郎左衛門①がある（後掲史料三）。しかし、こ
の四郎左衛門を始め②主水、⑩治兵衛は須田領に、③与
右
衛
門
、
⑥
惣
左
衛
門
、
⑫
次
右
衛
門
、
⑬
庄
左
衛
門
は
小
宮
山
領に、それぞれ自己所有地を分割されたように思われ、こ
九一
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の計数は、百姓別所有高の実態ではなく幕領分のみであ
る点に注意したい。ともかく、寛文十二年になると百姓
数は四四人に激増する。元和六年の各名請地はほとんど
分割され、六分割（②主水）から二分割に及び、⑤藤左
衛門、持高の少ない⑩治兵術、⑭六右衛門の一一一人の持地は
分割していない。寛文十二年の古高一人平均所持高は、
一一町七反余を有する①の太郎兵衛を除くと約二反五畝で
ある。⑬馴鴇縮という共有記載は、表に示さなか。た
が、正保一一一年「年貢引付帳」によれば、第一表③与右衛
門は弥左衛門
甚左衛門、⑨織部は馳球繩と記された例がみられ、本
百
姓
分
立
の
前
提
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
⑦
。
⑫
．
⑬
に
承
ら
れ
る寛文期の屋敷地均等分割は分、家を示している（後述）。
いずれにしても、寛文十二年の古高仕分けによる百姓数
の激増は、現実の耕作者を基準としたからに外ならず、同
年強力に遂行された改め出し、新田検地（４）により年貢
増徴と小農民自立を促進した。第一表ＢとＣとの差田畑
二九町九反七畝二六歩、屋敷一一一反九畝は、それを如実に示
し
て
い
る
。
そ
の
総
仕
上
げ
と
も
い
う
べ
き
延
宝
検
地
の
結
果
は
耕地五町以上を有する①名主太郎兵衛を最高に、一町以
上一三人、五反以上一町以下一八人、五反以下一六人と
なり、総名請人は四八人である。うち、野銭林の名請人
は一一一一一名、⑤兵左衛門二町以上、①太郎兵衛・庄丘〈衛一
町
余
、
⑨
平
左
衛
門
が
九
反
余
の
外
、
一
九
人
が
五
反
以
下
で
あ
る。無屋敷登録人は八人いるが、延宝検地で始めて登録
さ
れ
た
文
右
衛
門
以
下
四
人
は
村
内
小
宮
山
領
の
百
姓
で
、
①
四
郎左衛門古高一筆を分割された市郎左衛門、②主水古高
三
筆
を
分
割
さ
れ
た
伝
兵
衛
、
⑧
の
系
譜
不
明
の
権
三
郎
、
⑩
治
兵衛の四人以外は、皆屋敷を登録しており、特に名主太
郎兵衛の縄除地であった屋敷が始めて登録されている点
注
目
さ
れ
る
。
”
このような時期における家族構成を、延宝三年の「吉
利支丹宗門御改寺手形帳」（５）によって示したのが第一表
口
で
あ
る
。
幕
領
百
姓
四
四
軒
、
総
人
口
一
二
五
人
（
血
縁
家
族
一八○人、下人三五人）の家族構成は、単婚小家族で構
成され、各一名の傍系血族を含む家四軒、家族二人以下
の家が二軒ある。大別して、所謂年季奉公人と隷属農
民を有する層と、そうした非血縁家族を持たぬ層に分け
られる。
以上が、第一表の分析を通じていえることの概略であ
る。寛文延宝検地と延宝期宗門改帳については、節を改
めて今少し立入って述べる。
註（１）新編武蔵風土記稿二巻二一一一八頁以下。
（２）同右二七九頁。（３）同右二八三’二八六頁。
九
二
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さ
て
、
こ
の
よ
う
な
寛
文
延
宝
検
地
が
実
施
さ
れ
た
村
は
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
披
見
し
た
文
書
に
よ
って知り得る同時期の諸紛争を追究して承よう。
１
諸
紛
争
境立論
寛文十二年五月、荒川村と猿喰士村の境引をめぐり、
幕領名主太郎兵衛が代官所へ提出した訴状によれば、次
のような経緯が知られる。
荒
川
村
（
幕
領
と
二
給
）
、
小
前
田
新
田
村
（
幕
領
）
と
猿
喰
土村（幕領と一一絵）の三村入会地に、寛文十一一年五月一一
日
未
明
、
荒
川
村
小
宮
山
領
名
主
久
太
夫
が
猿
喰
士
村
名
主
百
姓
と内談し、幕領内から杢右衛門が内密に出合い、荒川村
と
猿
喰
土
村
の
境
を
引
い
た
。
同
月
四
日
、
そ
の
境
引
場
へ
幕
領
惣百姓が出合詮議した処、「荒川村分と申候内一一ざるが
ひと村汐切出シ之畠四拾四枚」があり、「御代官所六右衛
関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）
（４）改め出し、新田畑検地の実態を示すような史料はないが
後掲史料一ノ②参照。
（５）この宗門改帳については、田尻高樹「北関東天領におけ
る
初
期
の
宗
門
改
」
（
地
方
史
研
究
四
○
、
昭
和
三
十
四
年
）
に
史
料
全
文
及
び
一
覧
表
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
三
、
寛
文
延
宝
期
に
お
け
る
村
の
展
開
門と申百性分御帳面畠壱枚」が猿喰士村になっている。
そこで、幕領名主太郎兵衛は、猿喰土村名主八郎左衛門
へ掛合うのであるが、「其方杢右術門出合申侯間、境之所
〈以来迄さかひ可仕」といわれ、「内と――て成申間敷」
と杢右衛門の穿鑿方を願い出た事件である。
この結果については明らかにし得ないが、天保七年の
荒川村絵図をふると、荒川村と近世以後の新田村である
猿喰土・御前田新田の両村との村境周辺は、三村の飛地
が入交っている。このような飛地は、近世前期における
顕著な新田開発の進展に伴なう入会地の新田化と、新田
検地。改め出しが進行する近世村落形成期における一つ
の所産といえよう。
寿
楽
院
出
入
延宝四年九月、幕領総検地に際し、古跡の故をもって
「御領私領御高之外除地」とされていた寿楽院の検地帳
登録について、村内小宮山領名主久太夫。長左衛門、須
田領次郎兵衛は次のように要求した。「当村御領私領三
分入相之村一一御座侯間、御公儀様御帳面一一計為記申事罷
成間敦侯、私領方帳一一も書載可申」と。この為、幕領名主
太郎兵衛は、江戸奉行所へ「先規之通御除地一一成共、又、
御年貢所一一成共、何分二も御公儀様御帳面二御裁可被下」
と御注進に及ぶ。ついに、寿楽院は、「御蔵入之寺地被為
九
一
一
一
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仰付」延宝検地帳末尾に「外除弐町四反什壱歩但林共
寿楽院寺中」と記された。
幕領名主太郎兵衛弾劾事件
工すでに述べたように、延宝四年の幕領総検地は、近世
村落秩序を確立するため強力に遂行された。その翌五年
一一月、・権之丞・兵左衛門・角右衛門の三組頭が頭取とな
り、名主太郎兵衛の非法を代官所へ出訴している。訴状
は
な
い
け
れ
ど
も
、
出
訴
理
由
は
大
凡
次
の
四
項
目
で
あ
る
。
（１）御公儀様法度の古木を延宝元年の代官替ｂにまぎ
れ、名主が切取った。
（２）名主に隠田がある。
（３）延宝検地の時、大分の入目（経費）左惣百姓へ割懸
け、名主は私欲をなしたＣ
（４）百姓次兵衛を潰し、其田地を名主は持添とした。
事件の結果は、明確にし得ないが、右に対する太郎兵
衛
の
申
開
き
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（史料己
乍恐以返答書御訴訟申上候
仙一、御公儀様御法度之古木、霊罐前、御代官様御替之節、
拙者伐申侯と偽り中上侯、（中略）
（徳川家康関東入国）
②一、拙者居屋敷之儀を隠田一一御座侯と偽り申上候、御入国之刻
伊奈備前様御換地被遊候節、御指置之御証文被下置候、其以
後吉野勘十郎様御拝領地二罷成候而、勘十郎様荒川村へ御繩
御入候節、右之御証文御詮儀之上、拙者居屋敷御撞地不被遊
候、証拠御座候、拙者親火事二逢、右之御証文焼失申侯、其
篝鮴洲鰔撰蜥」｜潔鶏譲鰹岬躯
刻も半十郎様へ右之通申上置候、五年乢轆理臘竿御代官様御
（ママ）
替リ之刑、前ミ之通御断り申上置候、去辰ノ夏御巡見様様方
江も御入国以来御繩入不申候段、総百性が書付お以申上侯、
屋敷之儀隠田と偽り申懸候、去辰ノ秋荒川村御換地之刻、達
而御訴訟申上侯へ共ｖ古来之儀〈各別御忠節之事二候間、当
御繩受可被成旨被仰付、無是非御なわ申請御年貢上納仕候所
二、筋めも無御座申懸仕候御事
⑧｜、次兵衛と申御百性をつふし、其田地を拙者持添二仕候と偽
申上侯、次兵衛儀拙老親と一類二御座候二付、代ミ名主地を
分ケくれ置申候処一一、次兵衛身躰不罷成候重近年御年貢御
上納不申候二付、次兵衛方が拙者二申様ぐ右其方之田地二
候間相返し可申侯、前ご之御年貢金勘定都合拾三両弐分御座
候間、此金子共方凧替済くれ候へと、兵左衛門・所左衛門・
権兵衛と申老遂以γ拙者方江様．ご申二付、右之金子差替田地
請取、其上手形取置申侯処一一、百姓衆申侯〈、先規名主田地
二御座候由了諸役之儀者総百性二而可仕と申一一付、左屯候〈
、為以来之手形可仕候と申侯へ〈、皆与尤と申候而総百性連
判手形仕置出入無御座侯処一一只今各別成偽り申上侯御事、
四「去辰ノ秋荒川村御換地被遊候節へ大分之入目総百性へ割懸
九
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拙者取申候由、偽申上候所二御座侯、汁のミ薪出さセ申侯、（仲）
其外何成共入目無御座候二付、総百姓方へ申侯様〈、百姓中
ヶ間二我かま坐者候間、右之通入目無之由、手形仕候へと申
侯へ〈、皆ミ尤と申手形仕拙者方へ相渡シ置申候而、拙者無
体二判形致さセ候由、各別成偽り申上侯、（下略）
さらに、次兵衛問題に関連して百姓一二軒を潰したと
いわれ、太郎兵衛は次のように反駁している。
（史料一一）
（前欠、三項前略）
（寛文十一一年）
（家抱）
仙一へ当六年以前丘〈左衛門とけほう百性弐人出入之儀、けほう之
ものを拙者す上め本百性仕立可申と我儘仕候由申かけ候、代
ミ兵左衛門けほう一一紛無御座を拙者存なから、けほうをおし
はなし候様二可仕筋め無御座侯、只今一一至迄けほう百性二而
罷有候、
（街）
②｜、五右衛門屋敷を兄里兵へ一一氷ミかし置申候所一一、里兵衛名
帳二拙者付可申と申侯由偽り申上候、此屋敷〈里兵衛屋敷一一
紛無御座侯、里兵へ弟五右衛門一一かし置申侯へ〈、五右衛門
自分之屋敬二侯と兄弟論地二仕、跡ミ伊奈半十郎様御手代会
田七右衛門殿迄申上り候所一一、兄弟之事亭候故、内談二而扱
一一仕、屋敷を半分ミミーーわけ相済申侯、（中略）
③一、惣左衛門屋敷を一郎兵衛一一かし置申侯所二市郎兵衛名帳一一
付可申由、拙者申候由、六年以前相済無御座事、（中略）
側「伝左衛門屋敷之儀、六年以前子ノ聴繰兵衛二半分非分二わ
関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）
（只力）
けくれ申侯由、偽り申上侯、伝左衛門屋敷〈、一一今何方へも
わかり不申侯、
（術）
⑤一、久右衛門兄一兵へ御代官所之御百性一一御座侯所一一、身躰不
罷成候而、跡ミ江戸へ奉公一一参氷ミ罷有、荒川村へ引篭久右
衛門と一所一一罷有候所一一、久右衛門何角一一付我かま上いたし
兄市兵衛おい出し申一一付、可罷有所無御座侯間、拙者所へ一
兵衛参、右之段申一一付、代ミ之御百性一一御座侯へ（、見捨申
儀いか△と存半年計拙者扶持いたし置申候所一一、色ミ無躰成
儀たくミ偽り中上侯、兄弟一一而六ケ敷仕候儀〈、｜兵衛奉公
永ごいたし候内、久右衛門一一畑屋敷預ヶ置候へ〈、御公儀
様御年貢御役等相済、残而作徳金御座侯間渡し侯へと、一兵
衛申侯へ〈、久右衛門作徳金無之と申一一付、御手代佐藤与右
衛門殿一兵衛申上候得〈、双方様子御尋可被成候所一一、同村
寿楽院扱――て埒明申候儀を、只今何角と申上侯、
㈹一、拙者下人市助儀〈、阿部豊後守様御知行所岩田村人主市右
衛門、同村五郎左衛門方か請状取置、本金一一一両弐朱かし申侯
（延宝一一年）
（勾引）（便）
而永ミ召夫置申候所一一、寅ノ一一一月、彼次兵衛と申者、右之市
助左かとい出し欠落いたさセ申侯一一紛無御座候儀〈、証文取
置申候所一一、只今何角筋めなぎ儀を申上候、（中略）
、一、五年以来拙者我かま△仕候様一一申上侯、偽り一一而御座候、
跡ご入り此権之丞・兵左衛門・角右衛門一一一人之者少之儀一一も頭
取仕村中さわかし申候而、都而私――たいくつ仕侯と中上候儀
〈、偽り一一御座侯、（中略）扱又百性十弐軒拙者はからい一一
而つふれ候由、大キ成偽り二而御座候、次兵衛と申者一一〈、
九五
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ここには、寛文延宝期における屋敷の分割、潰百姓、
家抱、下人をめぐる問題が提示されている。
以上の諸紛争、特に名主太郎兵衛弾刻事件における名
主の返答書（史料一及び二）にみられる諸現象は、誠に
興味深い。
２
近
世
村
落
の
確
立
境立論があった寛文十二年に新田検地、改め出しが進
行しぶ名主の手許で古高が現実の耕作者に仕分けされた
ことは、すでに述べた。この現実の耕作者達が「年貢割
付状」裏面に始めて名を連ねるのもこの年代である（第二
表参照）。さらに彼等婆「総百姓」として同年極月には
法
政
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学
第
一
五
号
拙者畑之内三畝鯵かし置、其内二家を作謹指置申侯、彦兵
へ・九兵へ一一〈金子壱両預ヶ畷、いまに取不申候、一郎右衛
門儀身躰不罷成候もの一一御座侯間、近年御年貢上納不申候一一
付、拙者取替御公儀様へ差上ヶ申金三両弐分之余御座侯、六
之助親一又作物仕候たれ物度々くれ置申侯、一郎右衛門と中
老、近年御年貢御役銭未進鑑九百文之余御座侯、兵左衛門近
年悪心企作物不仕うろたい者一一罷成、妻子をうり去ル春中何
コマ
方へ参候哉、拙者一一も無断荒川村を罷出候間、同九月中参侯
間不便一一も存、又〈御公儀様御忠節一一も可罷成と奉存候
而、麦種かい候へと申、拙者金子三分かし麦作仕付さセ置申
侯、其前一一も金一両預ヶ置申候、（下略）
次のような「連印手形」を名主に宛てて提出している。
（史料一一一）
手形之事
一総百性方へ名寄之写、銘ミ所付まて書付、壱人切り一一御渡シ
被成侯、剛請取申侯、御年貢相済申候而、請取手形総百性方
へ御わたし被成侯、請取申侯、為其如此二侯、
一前々汐定使御座侯所一一、酉ノ年より無御座侯間、貴殿何かと
御申被成侯儀〈尤二存侯、可然もの聞立定使仕立可申侯、其
内〈何とそ被成可被下候、定使仕立申候而、其給分お明酉年
汐勘定仕何程二而も百性共出し可申侯、為後日総百性連判手
形進上申侯、価如件、
寛文拾弐年
荒
川
村
子
ノ
極
月
什
四
日
利兵衛⑨
（川肝泗什糀轆印）
太
郎
兵
衛
殿
第一項の年貢上納関係については、寛永ｌ延宝期の
「年貢割付状」の裏面に連印している百姓数を示した第
二表によって明らかなように、寛文十一年まで一三人前
後、寛文十二年以後は四○人前後と画然と分れており、
多分、信州松本藩の検地奉行が行ったように（１）、「壱人
切り」に名寄の写を受けた人々が年貢負担責任者となっ
たのである。そして、彼等が、名主が村政事務遂行上使
用する「定使」の給分を分担することを第二項で誓って
九
六
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名請人に相当するものである。
寛
文
十
二
年
は
、
潜
在
的
に
は
徐
々
に
分
立
し
つ
つ
あ
る
小
農
民を公法的にも現実的にも認め、彼らを正式な構成員と
す
る
近
世
村
落
を
成
立
せ
し
め
る
契
機
を
な
し
た
年
で
あ
り
、
寛
文十二年を境にして、等しく「総百姓」と称しても実質
は全く相違する。
次に、史料一・二にみえる問題をさらに追究しよう。
そこには、寛文検地或いは延宝検地を契機として発生し
関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）
第二表年貢割付状に裏書した百姓の数
人 人 人
寛永１２６
１５１
寛文１１３
寛文 延宝７１３ ４４０
８１３ ５４１
1１１４
１２３９
６４１
２１３ ７４０
延宝３１２ １４０ ８３９
４１２ ２４１ ９３９
５１３ ３４１
いる。「定使給分」
は
、
正
保
三
年
の
場
合
一軒前永三九文で名
主
を
除
き
一
三
軒
分
を
一六人で分担してい
る
。
す
な
わ
ち
、
一
軒
前一○人、半軒前（二
○
文
）
三
人
、
半
軒
前
（一九文）三人であ
り
、
寛
文
期
の
「
年
貢
割
付
状
」
上
の
百
姓
数
と
一
致
し
、
元
和
検
地
帳
上
の
名
主
太
郎
兵
衛
と
百
姓
治
兵
衛
を
除
く
た問題が多い。
名主特権の消滅・
名主隠田（史料一ノ②）については、文禄検地に際し
日下部兵右衛門・成瀬吉右衛門に宛てた、検地奉行人三
人連署の次の書状によって、近世初頭以来縄除地を有し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
（史料四）
尚々名主之やしぎ大繩一一入不申候て、壱札被取候てはつ
し可申侯、以上
御書中過分一一奉存侯、如御意候、此中は、一段とさむく罷成
（力）（力）
侯、乍去、御繩之所者涯分かせき申候、御心安可恩召候、殊
（力）
更荒河之百性持田屋敷之所御意ニ侯、尤御意二侯て、大繩一一
入不申候て、はつし可申候、菟角何事も旦那被申様も、御両
（力）
（力）
所様御指づ次第一一可仕候之由、被申付候之間、御意次第二存
候、恐々謹言、
（文禄四年）「
十一月九日
内
藤
左
衛
門
（
花
押
）
袴田・池七右衛門（花押）
河
下
平
次
左
衛
門
（
花
押
）
自
窪
鴫
日
下
兵
右
衛
様
成
瀬
吉
右
衛
様参御報
九七
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この時の縄除証文は、祖父四郎左衛門もしくは父太郎
作の代に火災で焼失し、その後、度を再交付方を願い出、
寛文十二年、代官伊奈半十郎の切添改めが行われた際に
．
．
よ
き
お
つ
い
で
「能御次而」と一反一一四歩の屋敷並びに一ハ畝一一九走の
「屋敷廻りやぶの地」の除地証文焼失の旨を認め、再交
付を願い出た。しかし、代官に「荒川村に不限、半十郎
様御代官所一一備前守様御証文数多焼失仕候間、御公儀様
へ御次而之節、御証文申請可被下候間、共迄相待候亡
といわれ、延宝検地に至り、遂に「古来之儀〈各別、御
忠節之事一一候間、当御縄受可被成」とされ、除地は許さ
れなくなった。
こうして、戦国末期の由緒に由来した名主の特権は消
滅し、名主の伝統的勢力は後退しつつあったが、これこ
そ、前述の年貢負担・定使給分や延宝検地入目（史料一
ノ側）、諸役負担等の本百姓の諸義務負担について、総
百姓の「連印手形」を作成する必要を生じた一因であろ
う。史料一ノ③に承える次兵衛問題もまた、元和頃もし
くはそれ以前に名主家から分立したと推測される次兵衛
が、年貢上納のため、名主家からの分地を金一一一両二分で
返却し、その土地に課せられた「役」が、「先規名主田
地」という理由で惣百姓に転化された処に原因してい
る。名主太郎兵衛弾劾事件が発生した年の十一月、伝馬
九
八（伝）
（仲）
小役について「前ミ村中惣百姓御転馬其外小役之分、中
（すこしは）
間一一少出入，屯可有御座候得共、惣百姓寄合相談仕相互相
（
仲
）
（
ヵ
）
違之分〈中間之梗授二仕候」］日の惣百姓連印手形が作成
され、名主に残された「諸役免除」という特権も、小農
民の自立化に伴ない著しく制約された。
屋敷の分割
史料一一によれば、①里兵衛・五右衛門兄弟（史料ニノ
②）、、惣左衛門（史料ニノ③）、Ｏ伝左衛門（史料ニノ
側）の各屋敷が、寛文検地帳への記載をめぐり、名主の
不正を問われていろ。①は、第一表⑦にふられるように
均等に分割され、＠は元和検地帳の屋敷は分割すること
なく清左衛門の名請地となり、新屋敷を善兵衛と市郎兵
衛で半分宛分割（第一表⑥）しており（２）、Ｏ伝左衛門屋
敷（第一表⑭）は、元和検地一一一畝歩が寛文十二年には半
減し、残り半分は、糸の助（第一表④）方に記されてい
る。いずれも均等分割されている点が共通している。
潰百姓
寛文十二年の本百姓数は、六月古帳反歩の仕分けにお
いては四四人、霜月年貢割付状裏書人は名主を除き三九
人、史料三の連印手形では四一一一人と、同年代で月によって
若干相違がふられ、百姓の異動を示している。延宝三年
宗門改帳に記載されている戸右衛門。弥右衛門・叉左衛
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門は翌四年検地帳に見当らず、宗門改帳に一軒を構えて
い
な
い
市
郎
右
衛
門
・
市
兵
衛
・
伝
兵
衛
の
三
人
は
、
延
宝
検
地
帳に登録している。前者の家族構成をふると老人と子供
のみである。後者のうち、名主太郎兵衛が年貢未納三両
余を立替、外に年貢役銭未進九○○文ある（史料ニノ、）
という市郎右衛門（娚才）は、村の庄兵衛方へ一年季で
奉公し、子供はな（ｎ才）を同家に「やしない子」とさ
れ妻かめ（別才）は、理兵衛方へ二年季奉公人となって
い
る
が
、
延
宝
検
地
帳
に
は
一
町
以
上
の
持
地
を
登
録
し
て
い
る
（第一表⑪）。市兵衛は、元和検地次右衛門分を弟久右
衛
門
と
分
地
し
て
い
る
が
、
市
兵
衛
は
「
身
躰
不
罷
成
」
久
右
衛
門に畑屋敷を預け江戸に奉公に出、延宝三年宗門政以後
に
帰
村
し
、
延
宝
検
地
帳
に
帳
付
け
さ
れ
て
い
る
（
史
料
ニ
ノ
⑤
第一表⑫）。この外、宗門改帳の一人家族は、長兵衛（閲
才）・六右衛門（冊才）・甚兵術（別才）の三人で、いず
れも身代を潰した為であり、名主太郎兵衛が「六之助親
一一一〈作物仕候たれ物度とくれ置」（史料一一ノ例）という
親が長兵衛にして、子供所右衛門を村の七兵衛方に五年
季奉公に出し、六右衛門は子供とらを村の市郎兵衛方に
三年季奉公に、甚兵術は兄七郎兵衛が奉公の為出村して
いる。史料ニノ例に見える名主太郎兵衛が金子一両を預
けたという彦兵衛・九兵衛のうち、後者は、妻子を残し
関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）
て
同
様
に
村
を
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
潰
百
姓
・
身
体
不
自
由
者の種々な実例は、名主が無躰に百姓を潰したというの
ではなく、幕藩領主の小農民自立政策が名主を始め村役
人を通じて行われ、しかも、自立せしめられた小農民の
基
盤
は
②
薄
弱
な
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
家抱ｏ下人の独立
（
イ
）
史
料
ニ
ノ
い
に
見
え
る
兵
左
衛
門
と
家
抱
百
姓
の
出
入
か
ら
は
、
こ
の
村
の
家
抱
の
存
在
及
び
寛
文
延
宝
期
に
お
け
る
家
抱の解放という事実をかいま見ることが出来るｐここで
寛文十二年に家抱を本百姓にするように名主から示唆を
受け、しかも、二人を本百姓にすることになり延宝五年
まで家抱の地位を保たせていたという兵左衛門は、名主
太郎兵衛弾刈事件の頭取の一人にして組頭である。二年
前の延宝三年の宗門改帳によれば、吹塚村郷左衛門家の
出身で、明暦三年に藤左衛門方へ入婿となり、当時母、
妻
及
び
三
人
の
娘
の
み
を
家
族
に
持
っ
て
い
る
が
や
家
抱
は
お
ろ
か下人、生はへたど他家に見られる傍系家族は有してい
な
い
。
か
つ
ま
た
、
こ
の
宗
門
改
帳
に
見
る
限
り
、
こ
の
村
に
は
、
既に家抱は全く存在しない。一方、第一表⑤に示したよ
うに、延宝検地には、田畑三町余、屋敷六畝一二歩、
野銭林二町四反余を登録し、特に野銭林は村内幕領農民
中最大で、当然兵左衛門一家では経営不可能な規模であ
九
九
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り、ョ血縁家族以外の労働力を必要としたことは推測され
る。では、家抱の存在を主張する文書と家抱の記載を欠
く文書の間の齪鰭をどう説明したらよかろうか。ここで
当局が宗門改帳上に明記させたのは、検地に伴なう年貢
負担者としての小農民一般とその現実の家族構成であっ
たのに対し、村落内には、伝統的な「本百姓」「家抱」
の呼称が温存され、分家後もこれに従属関係を有した百
姓どが存在したことを示していると考えたい（３）ｐ同じ
文書中に兵左衛門が、名主太郎兵衛によって「悪心企作
物不仕うろたい者」といわれているのは、そうした社会
関係の中で、彼が、名主の意図に反して農業以外の関心
を
も
つ
に
至
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
名
主
自
身
は
否
定
し
て
い
る
が
、
寛
文
期
に
家
抱
の
解
放
が
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に値する。
（ロ）さらに、延宝三年宗門改帳には、下人・下人生
は
へ
を
抱
え
て
い
る
家
が
一
二
軒
存
在
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
見
る
と
や
ま
ず
、
下
人
は
「
下
男
」
「
下
女
」
の
肩
書
を
持
ち
、
名
主太郎兵衛七人、その分家庄兵衛五人、五兵衛五人、里
兵衛四人の外、六軒になお一・二人宛、合計一一八人（男一
五人、女二一人）いる。彼等は、荒川村及び周辺一町五
村の出身で、年令は一○才ないし四六才に及び、成年が
多い。年季がすべて一年ないし一○年と明記されている
一○○
のは、下人が年季奉公人であることを示している。これ
は、前述した潰百姓や零細百姓の家族中から放出された
ものであろう。なお、年季奉公人は、年季さえ明ければ
また本百姓になり得たし、たとえ欠落した百姓でも帰郷
して本百姓に復帰することが出来た。
一
方
、
「
下
男
生
は
ご
「
下
女
生
は
Ｃ
の
肩
書
を
持
つ
も
の
は全部で七人（うち女五人）いるが、出身地・年季の記
載を欠き、八才ないし三八才に及び、権兵衝が一一一人、太
郎兵衛・庄兵衛、情兵衛へ市左衛門が各一人をもってい
る。彼等は、それぞれ元和検地帳上の③与右衛門、①四
郎左衛門、④外記、⑦小左衛門の北条氏邦時代の地侍た
ちの子孫と考えられる。彼等は、前項に見たように、もと
「家抱」と呼ばれるべき家内下人を内附しており、やがて
延
宝
検
地
を
受
け
る
迄
に
こ
れ
ら
を
分
立
さ
せ
る
勢
い
に
あ
っ
た
が、なお、個別的理由によって未分立の「家抱」を擁するも
のもあり、彼等が譜代生得の下人であるところから、こ
の頃「生はへ下人」と呼ばれていたものであろう。なお、
寛永期に由来する若干の人質証文（４）に見られるような
永代質奉公人は、以上の譜代奉公人とも年季奉公人とも
違
っ
た
存
在
で
あ
り
、
前
掲
史
料
ニ
ノ
⑥
に
宗
門
改
帳
編
製
の
前
年に、欠落を薦められて実行した市助は、この種のるの
であったが、延宝宗門帳上では、もうどの家にも姿を見
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せていない。名主四郎左衛門家の家族構成（太郎兵衛
血縁家族七人、下男三人、下女四人、下男生はヘー人、
庄兵衝血縁家族六人、下男一一一人、下女二人、下女生は
ヘー人）を追跡しつつ、譜代奉公人、質物奉公人を労働
力とした上層農民の農業経営が、幕藩領主の小農民自立
政策によって絶えず解体の危機に直面し、寛文延宝期に
は、年貢未納・身代漬の百姓の土地を集積し、名主太郎兵
衛は、記録に明らかな幕領部分だけで五町六反余の耕地
と一町四反余の野銭林を有する一方、譜代奉公人として
の家抱の名残りである「生はＣをかかえながらも、より
多く年季奉公人に依存する経営を維持したものと思う。
（
○
こ
う
し
て
、
荒
川
村
に
お
い
て
は
、
寛
文
延
宝
期
を
中
心に「家抱」と呼ばれる譜代奉公人が「おしはな」され、
「人じち」と呼ばれる質物奉公人が「かどい出」される
一方、近村からの年季奉公人を「抱置」くという形で、
家族構成の大きな変化が見られ、この時期の宗門政と検
地は、この傾向を推進し、かつ、承認する形で行われ、
こうして、農民家族構成の面から見た近世村落の形成が
行われたことを確認することが出来よう。
註（１）拙稿「近世農民の「役』についてＩ松本藩における本百
姓
の
性
格
ｌ
」
（
法
政
史
学
九
号
、
昭
和
三
十
二
年
）
七
七
頁
註巧、詳しくは金井圓「松本藩における幕藩体制の確立（七）
関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）
Ｉ土地制度の沿革考証ｌ」（信濃六ノ一一・一二合併号、
昭和二十九年）。
（２）寛文十二年水帳名寄の市郎兵衛分を見ると－１中畑弐畝弐
四歩林中居候所」と記された部分は、「是ハ惣左衛門
汐取」と註記され、さらに「内壱畝拾弐歩善兵衛江わたす」
と記されている。惣左衛門六○才、善兵衛一一一四才という年
令からして、二人は親子と考えられる。
（３）こうした着想は、目彦○日四の○・ｍ目一岳》目言しぬ日臥：
○円一四口の。帛冨・ロの日］ロロ目・の白日・ａ》ＢｍＤ・ロロ・墨Ｉ四ｍ
にも、法的身分と社会的実態との間の不均等な展開として
説明されていて、興味深い。
（４）一例を挙げる。
借
用
申
金
子
之
事
合
弐
両
者
但
江
戸
小
判
他
（利）
右之分借用申所実正也、但理足之義者壱月二付而壱分二付
（利）
四十文ツッニ相定申、来る八月廿八日ニハ急度本理共相済
し可申候、若済しかね申候者人じち相渡し可申侯（下略）
寛
永
六
年
己
ノ
六
月
十
五
日
持
田
四
郎
左
衛
門
殿参
一
○
一
ロロ借
入入主
岡
・
田長
左
衛
門
州
五兵衛（花押）
甚
左
衛
門
⑩
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五
、
む
す
び
寛文延宝期における幕藩領主の小農民自立政策によっ
て、荒川村では、寛文十二年の一連の検地政策及び延宝
四年の総検地を通じて、本百姓体制を確立する。しかし
低生産性畑作農村である荒川村の農民達は、農作経営の
承では自給出来ず、早くから金納年貢の調達、飯米その
他必需品購入のため、農間余業に依存していたものと思
われる。元禄十一一年の史料によれば、「荒川村馬草場一
円無御座、林一一而、薪を坂五六里程シ、付ヶ参、こやし
に取替、作等仕付ヶ申候得共、薄畑故、夫食毎年不足一一
而買喰一一困窮迷惑仕候、就夫、御年貢上納身命をたすか
り申儀〈、林之影を頓一一仕候」とあり、荒川村における
近世前期の農間余業としての山稼による或る程度の農民
側収入源の確保が、小農民自立条件の一つではなかった
ろうか。さらに、寛文延宝期に、名主太郎兵衛をして、
組頭兵左衛門が「うろたい者」になり、組頭権之丞が「百
姓を仕ながら不断あきないを仕候とて、方どうろたいあ
るきやと不罷有」といわしめているような商品流通機構
への参加、一大消費都市江戸の発達、熊谷。深谷・寄居
という中世以来の市場の影響下におかれた荒川村の特徴
について考察したいが、この点に関する史料は残念なが
法
政
史
学
第
一
五
号
らこの村には残存していない。
〔附記〕本稿の基礎とたった史料の採訪は、持田英孝家、史料編
纂所員金井圓氏、花園村村史編纂委員小久保忠克氏、同
田尻高樹氏らの御厚情によるものであるが、とくに、金
井氏には、本稿作成に当り、直接御指導いただき、田尻
氏には史料調査上色食と便宜を与えていただいた。記し
て深謝の意を表したい。（昭和三十七年八月七日成稿）
一
○
二
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